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【前回の最大最小をもとめるプログラムを解説】 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＤＡＩＳＨＯ 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ△Ｍ，ＳＡＩＤＡＩ，ＳＡＩＳＨＯ 
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）Ｍ  
△△△△△△ＳＡＩＤＡＩ＝Ｍ 
△△△△△△ＳＡＩＳＨＯ＝Ｍ 
△５△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊，ＥＮＤ＝２０）Ｍ        ←Ctrl-Dまで入力続く 
△△△△△△ＩＦ（Ｍ．ＧＴ．ＳＡＩＤＡＩ）ＳＡＩＤＡＩ＝Ｍ  ←ＩＦ文省略形 
△△△△△△ＩＦ（Ｍ．ＬＴ．ＳＡＩＳＨＯ）ＳＡＩＳＨＯ＝Ｍ  ←ＩＦ文省略形 
△△△△△△ＧＯＴＯ ５ 
〔以下省略〕 
 
【１次元配列を使う】 
(1) Infoの下に 030618というディレクトリを作る． 
(2) 始めに入力した個数の実数を配列に入力して，表示するプログラム hairersu1を作成しなさい． 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＨＡＩＲＥＴＳＵ１ 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ Ｉ，ＮＵＭ 
〔△△△△△△ＲＥＡＬ Ａ（１００）   〕←配列宣言 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）’ＩＮＰＵＴ ＮＵＭＢＥＲ：’ 
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）ＮＵＭ 
〔△△△△△△ＤＯ １０ Ｉ＝１，１０    〕←ＤＯ文 
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）Ａ（Ｉ） 
△１０△△△ＣＯＮＴＩＮＵＥ 
△△△△△△ＤＯ ２０ Ｉ＝１，ＮＵＭ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，６０１）Ａ（Ｉ） 
△６０１△△ＦＯＲＭＡＴ（’Ａ（’，Ｉ３，’）＝’，Ｆ７．３） 
△２０△△△ＣＯＮＴＩＮＵＥ 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
(3) 合計および平均を計算するようにプログラムを修正しなさい． 
 
(4) 下記標準偏差σを計算するようにプログラムを修正しなさい． 

平均を x とすると標準偏差⌠は ∑
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(5) Advance下記の表現を使って５個の数字を一行に記述するように改良する． 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，６０１）（Ａ（Ｉ），Ｉ＝１，５） 
（基本的には，上記の文を入力数字の個数の 1/5 回だけ DO ループで繰り返す．最後の５個の数字で，
入力していない余計な数字を出力してしまわないようにするための工夫が必要） 



 
 
【２次元配列を使う】 
(1) ２行２列の配列を２つ入力して，行列の和の計算，積の計算を行うプログラム gyouretsu.f を作成
しなさい． 

(2) ４行４列の整数の配列を作成し行ごとの和，列ごとの和を求めるプログラム hairetsu2.fを作成しな
さい．出力表示は以下のように表示すること． 

A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(1) 
A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(2) 
A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(3) 
A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(4) 
COL(1)  COL(2)  COL(3)  COL(4)  SUM 

 
【自習】 
(1)指定した数の１次元整数配列を読み込み，正の数，負の数に分類して表示するプログラムを作成しな
さい． 
(2)Advance 指定した数の１次元実数配列を読み込み，大きい数字順，小さい数字順に並び替えて表示
するプログラムを作成しなさい．本処理はソート(sort)プログラムと呼びます． 
 
（おまけ） 

 


